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1963年(昭和38年)  3月 坂越小学校移転改築

5月 塩屋公民館完成

9月 岡山県日生町大字福浦地区を赤穂市に編入

1964年(昭和39年)  3月 駅北土地区画整理組合設立

4月 ごみ定時収集実施（週2回）一部地域

消防本部設置

9月 工業整備特別地域の指定

1965年(昭和40年)  1月 西浜塩田大部分を住友セメントに売却調印

3月 水道事業所庁舎完成

4月 消防署設置

8月 赤穂幼稚園移転改築

12月 赤穂青少年武道館完成

1966年(昭和41年)  2月 中山頭首工完成

3月 塩屋保育所完成

長期基本計画策定「豊かで住みよい　明るいまちづくり」

山陽新幹線工事起工

4月 赤穂小学校改築

11月 赤穂市都市計画用途地域の指定

12月 桃井健三氏を名誉市民に決定

1967年(昭和42年)  3月 尾崎幼稚園移転改築

4月 高雄幼稚園開園

6月 上仮屋地区土地区画整理事業施行

7月 交通安全都市宣言

北野中浄水場完成

8月 し尿処理場完成

1968年(昭和43年)  4月 塩屋幼稚園開園

6月 塩業資料館完成

8月 公害緩衝緑地（グリーンベルト）着手

12月 坂越幼稚園園舎増築

1969年(昭和44年)  2月 尾崎地区土地区画整理組合設立

3月 市民病院が救急告示病院に指定

4月 消防救急業務開始

5月 老人福祉センター完成

9月 市内全戸ごみ定時収集を開始

学校給食センター開設

10月 国鉄赤穂線全線電化

1970年(昭和45年)  1月 兵庫、岡山県境調印式
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赤穂市の歩み 

  
 

 

1951年(昭和26年)   9月 赤穂町、坂越町、高雄村が合併し、赤穂市が誕生

10月 市議会議員選挙、市長選挙執行

鳥羽嘉壽夫市長就任

第1回市民総合体育祭開催

第1回市民文化祭開催

12月 国鉄赤穂線相生－播州赤穂間開通

1952年(昭和27年)   2月 市民病院移転開設（中広から加里屋中洲へ）

11月 教育委員会発足

1953年(昭和28年)   2月 第一地区土地区画整理事業施行

3月 市議会解散

4月 市議会議員選挙執行

5月 市長選挙執行

小幡榮亮市長就任

1954年(昭和29年)  7月 赤穂市警察を兵庫県警察に移管

10月 市民病院改築

1955年(昭和30年)  3月 国鉄赤穂線播州赤穂－日生間開通

4月 有年村を赤穂市に合併

5月 赤穂城跡隅櫓復元

1956年(昭和31年)  5月 旧市庁舎完成

10月 第11回国民体育大会、剣道競技を赤穂高校講堂で開催

12月 有年地区有線放送開始

1957年(昭和32年)  9月 旧市民会館完成

赤穂電報電話局開局

10月 瀬戸内海国立公園特別地域（御崎、丸山）、特別保護地区（生島）指定

1958年(昭和33年)  1月 高雄地区有線放送開始

1959年(昭和34年)  1月 御崎観光道路開通

水道事業第1次拡張工事完成

9月 国鉄山陽線電車化

1960年(昭和35年)  1月 坂越、高雄、有年支所を廃止し、各連絡所を開設

11月 電話自動化（除く有年地区）

1961年(昭和36年)  3月 国鉄赤穂線相生－播州赤穂間電化

9月 市制施行10周年

11月 中洲地区土地区画整理事業施行

1962年(昭和37年)  4月 木津水源池完成

9月 国鉄赤穂線相生－岡山間全線開通

11月 ごみ焼却場完成


